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執筆者紹介（五十音順）
秋山久美子（あきやま くみこ）准教授博士（学術）「清涼飲料水の近代史（第3報）コレラ流行とラムネ」学苑 803，
2007年／「清涼飲料水の近代史（第2報）昭和元年から40年まで」学苑 790，2006年／「清涼飲料水（ラムネサイ
ダー）の近代史」学苑 778，2005年／「ラピッドメディアDOによる生鮮食品中の大腸菌群迅速検査」（共著）日本家
政学会誌 Vol.55，No.5，2004年
安蔵 裕子（あんぞう ゆうこ）教授 「笹岡家が語る衣文化回顧録笹岡洋一氏照子氏聞き書き」学苑 827，2009年／
「『モダンガール』にみる服飾文化」（共著）学苑 815，2008年／『下鶴間の小倉家資料調査報告書 4』大和市文化財調査
報告書第87集（共著），大和市教育委員会，2004年／「唐招提寺所蔵 国宝「方円彩糸花網」の実態解明編成組織と技
法的特質」（共著），国際服飾学会学会誌 No.17，2000年／「神戸市立博物館所蔵「泰西王侯騎馬図」の系譜について
服飾描写の視点から」，国際服飾学会学会誌 No.16，1999年
島田 淳子（しまだ あつこ）本学名誉教授農学博士 「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （1）～（4）調理
科学の視点から」（共著）学苑 815，827，839，851，200811年／特集「食のサイエンス塩との関わり」日本海水
学会誌，Vol.61，No.4，2007年／『講座 食の文化 第三巻 調理とたべもの』（共著）味の素食の文化センター，1999
年／『調理とおいしさの科学』（共著）日本放送出版協会，1998年／『調理科学講座1巻 調理とおいしさの科学』『調理
科学講座7巻 調理と文化』（共著）朝倉書店，1993年
関本 美貴（せきもと みき）非常勤講師 「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （1）～（4）調理科学の視点か
ら」（共著）学苑 815，827，839，851，200811年／「酢酸添加による飯粒の全体および表層の物性変化について」（共
著），日本調理科学会誌，Vol.38，No.4，2005年／「泡立て器による洗米操作が米飯の食味に及ぼす影響」（共著），日本
調理科学会誌，Vol.38，No.1，2005年
平井 聖（ひらい きよし）特任教授工学博士 「八戸市およびその隣接地域に建てられた消防屯所の建築」学苑 851，2011
年／『ブックレット 近代文化研究叢書 7泥絵 近世絵画の中のもう一つの近代』昭和女子大学近代文化研究所，2011年
／「文化3年（1806）『諸士屋敷地并建家図面書上』による盛岡における藩士屋敷主屋の方位別外壁面開口率からみた近世
都市住居の特性について近代都市住宅の近代性を明らかにする目的でみた近世都市住宅主屋外壁面の方位別開口率」
学苑 839，2010年／『ブックレット 近代文化研究叢書 5「猫の家」その前と後『吾輩は猫である』を住生活史からみる
と』昭和女子大学近代文化研究所，2008年／「近代都市住宅における家族が坐って囲む食卓」学苑 815，2008年
平野 晶子（ひらの あきこ）准教授 「読み取りを深める国語科指導の試み1作家の2作品を併読する吉野弘「夕焼け」
を教材として」学苑 844，2011年／「芥川龍之介『蜘蛛の糸』教材研究についてⅠ古田足日『「くもの糸」は名作か』
の投げかけたもの」学苑 776，2005年／「芥川龍之介 夏目漱石宛書簡（昭和女子大学図書館蔵）について『芋粥』
『猿』の評価をめぐって」学苑 760，2004年／『近代文学研究叢書 第76巻』（共著）昭和女子大学近代文化研究所，2001年
山田 潔（やまだ きよし）教授博士（文学）「『山谷抄』の接続詞「あれどもあるがあるにあるを」の用法」
（『近代語研究 第16集』所収 武蔵野書院），2012年／『ブックレット 近代文化研究叢書 8日本文法学の系譜』昭和
女子大学近代文化研究所，2012年／「清原宣賢講『論語抄』の語法「叡山文庫本」と「京大図書館本」との抄文比較」
（『言語変化の分析と理論』所収 おうふう），2011年／「抄物における「動詞連用形＋ゴト」構文の諸相」国語国文 913，
2010年／「和語としての「こふ（甲）」」国語国文 894，2009年
巻 頭 言
「汝の道を歩め。そして，人々をしてその語るに任せよ」は，ダンテの有名な言葉であるが，演出家蜷
川幸雄氏は，青年期にこの言葉に出会って以来，座右の銘としているそうである（読売新聞「言葉のアルバ
ム」）。蜷川氏は，1969年に現代人劇場を立ち上げてから，ひたすら演出家の道を歩み，現在，その作品
は海外でも高い評価を受けている。けれども，「世界のニナガワ」と言われる蜷川氏でさえ，自らの演出
法や俳優とのやりとりで七転八倒し，厳しい劇評にさらされ，四面楚歌の状態に陥り，心が折れそうにな
ることがしばしばあるという。しかし，青年期に出会ったこの言葉が，いつも心の底にあり，その折々の
心の支えになっているとのことである。
勝海舟の「行蔵は我に存す，毀誉は他人の主張」も有名である。周知の事柄と思われるが，以下，鈴木
地蔵氏『文士の行蔵』の解説を借用して，この言葉の生まれた経緯を説明してみたい。
勝海舟は，幕臣でありながら，長の主導する明治新政府の高官となった。函館戦争を起こした榎本武
揚も，降伏後，勝海舟と同様，政府高官として諸大臣枢密院顧問官を歴任している。その「変節」を，
福澤諭吉は「我慢の説」で批判した。ただし，福澤はこの原稿をただちに発表することはせず，執筆直
後，両人に文意の当否を尋ねている。榎本武揚は黙殺に近い態度をとったが，勝は福澤に「行蔵は我に存
す，毀誉は他人の主張，我に与らず我に関せずと存候。各人え御示御座候とも毛頭異存無之候」という返
書を認めている。いかにも勝海舟らしい毅然たる言表であり，ダンテの言葉と通底するものがある。
勝にしてみれば，新政府に仕えるのは，苦渋の選択であったと考えられる。しかし，熟慮した後の揺ぎ
ない決断であった。
人文科学の研究に携わる者にも，同様の迷いがある。自然科学ならば，自らの理論が実験発見によっ
て実証されることがある。しかし，文学を始めとする人文科学研究にはそれがない。真実がひとつである，
という保証もない。最も科学的であるとされる音韻学においてさえ，「最善の音韻論的解釈はひとつであ
る」かどうかについて，服部四郎氏と亀井孝氏との間で，かつて論争があった。
人生の生き方と同様に，人文科学の研究者は，自らを信じ，自らの考えを地道に推し進めていく以外に
方法はない。学界での受容評価は別問題である。それが「汝の道を歩め」であり，「毀誉は他人の主張」
ということになる。 （近代文化研究所長 山田 潔）
